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研究成果の概要（和文）：本研究では、日米の地域コミュニティによる移民の子どもの教育支援および支援ネッ
トワークのあり様を考察した。アメリカのNPOは、移民の子どもやコミュニティが本来もつストレングスや資源
に着目し、それらを活かすべく、多様な教育アクターと協働し、子ども主体の教育支援を行っていた。また、ア
クション・リサーチの視点から、コミュニティの人々と協働して移民の子どもの居場所づくりに取り組み、実践
者との協働による研究・実践の可能性を検討した。

研究成果の概要（英文）：This research explored the ways in which communities build network and 
provide educational support for immigrant children in the United States and Japan. The NPOs in the 
United States took strength-based approach and provided child-centered educational support, often in
 collaboration with various educational actors. This study also took action research approach and 
the researcher collaborated with local communities to create ibasho for immigrant children and 
examined the possibilities of community based participatory research.

研究分野：教育社会学
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１．研究開始当初の背景 
グローバル化の進展とともに越境する

人々が増加するなか、世界各国で移民の子ど

もの教育問題が大きく議論されている。日本

でも、1970 年代ごろから増加した中国帰国

者、インドシナ難民、日系南米人などの「ニ

ューカマー」の子どもの教育課題を扱った研

究が蓄積されてきた。しかし、その重要性は

指摘されながらも、中心的な主題として考察

されてこなかったテーマに移民の子どもの

「居場所」問題がある。彼ら、彼女らは、移

動を経験し、日本国内でエスニック・マイノ

リティであることからも、構造的・文化的に

抑圧・周辺化されており、「ホッと安心でき

る、心が落ち着ける、そこに居る他者から受

容され、肯定されていると実感できるよう

な」（住田、2003：5）「居場所」をつくるこ

とは困難な状況にある。社会教育学を中心に

発展してきた「居場所研究」の領域では、居

場所の条件や居場所支援に関する研究の蓄

積がみられながらも、エスニック・マジョリ

ティである日本人を対象としており、マイノ

リティの居場所は十分に考察されていない。

移民の子どもに特有な点を考慮しつつ、当該

生徒にとっての居場所は何を意味し、いかな

る居場所づくりが求められているのかを検

討する必要がある。 

移民の子どもの居場所づくりを行う上で

重要な役割をもつのが、家庭でも学校でもな

い第三の場としての地域コミュニティであ

る。アメリカでは、Community Based 

Organization（CBO）と呼ばれる、コミュニ

ティに根差して地域の支援活動を行う NPO

が数多く存在する。CBO は、マイノリティ

の子どもの文化・言語や知識を尊重し、生徒

のアイデンティティを形成するなど、その意

義が着目され、研究が蓄積されている（Reyes, 

2007; Weis & Dimitriadis, 2008）。また、こ

れらの CBO が単独で支援をするのではなく、

他の CBO・学校・企業と連携したり、地域

の大学と研究・教育のパートナーシップを構

築したり、コミュニティの多様なアクターが

協働して当該生徒の教育に関与している。野

津（2007：3）は、このような教育支援のあ

り方を「ネットワーク型支援」と呼び、「地

域社会のさまざまな人や資源を利用し、多様

で水平的なつながりの中から支援を模索し

構築すること」を基本理念として挙げている。

様々な背景をもった複数のアクターが移民

の子どもの教育に携わることで、当該生徒の

居場所は複数化・ネットワーク化し、居場所

づくりにおいて大きな効果をもたらすこと

が予想される。 

 

２．研究の目的 

本研究では、アメリカと日本において、地

域コミュニティが移民の子どもに対してい

かなる教育支援を行い、コミュニティのアク

ター同士がいかにしてネットワークを形成

しているのかを明らかにすることを目的と

する。また、アクション・リサーチの視点を

取り入れ、研究者としての立ち位置や役割を

問い直しつつ、コミュニティの人々と協働し

て行う研究や実践の可能性を探る。 

 

３．研究の方法 

(1) 理論・先行研究の検討 

関連する国内外の理論・先行研究（居場所

研究、コミュニティによる教育支援、地域参

加型研究など）を整理・検討した。 

(2) インタビュー・参与観察 

日本とアメリカにおいて、移民の子どもの

教育支援を行う NPO/NGO、学校、大学などを

訪れ、NPO スタッフ、教員、子ども・若者な

どへのインタビューおよび参与観察を行っ

た。アメリカでは、2015 年 8 月、2016 年 8

月、2017 年 3月に中国系移民の若者支援を行

うNPOが多く集まる中華街でフィールドワー

クを行った。 

(3) アクション・リサーチ 



 日本では、マイノリティ生徒が多く在籍す

る高校において、高校・NPO・大学と協働し、

言語や文化の交流を行うクラブ活動に関わ

り、居場所づくりの実践の改善を目指した。 

 

４．研究成果 

(1) ストレングス・アプローチに基づく教育

支援 

アメリカの中華街にある NPO は、移民の子

どもやコミュニティが本来もつストレング

スや資源に着目し、それらを活かすべく、

様々な教育支援を行っていた。例えば、移民

の子どもの生きられた経験や若者文化を尊

重したプログラムを提供していた。また、子

どもの参加・参画が重視されており、生徒た

ち自身がコミュニティ・プロジェクトを企

画・運営したり、ユースプログラムの司会進

行をしたり、地域コミュニティのリサーチを

したりしていた。子どもが主体的にプログラ

ムづくりに関わることで、リーダーシップス

キルやライフスキルが育成されていた。外部

団体との連携の取り組みも多くみられ、例え

ば、他の NPO と共にワークショップを企画・

運営したり、ユースコーディネーターのネッ

トワーキングを目的とした会議を定期的に

開催したり、それぞれの団体の強みを活かし、

弱みを補完し合う支援体制が見られた。 

 

(2) 居場所概念の応用可能性 

日本特有の概念である「居場所」と欧米の

類似の概念（「ホーム」など）とを比較検討

し、居場所概念の応用可能性を考察し、英語

で海外に発信することを試みた。居場所とい

う概念は、日本では一般的に使用されている

が、抑圧・周辺化されたマイノリティの子ど

もの支援のあり方を考えるうえでも有益な

視点を提供している。国際学会等で、居場所

（ibasho）の構成要素や移民の子どもの居場

所づくりの重要性などについて英語で報告

したところ、海外の研究者や実践者からも高

い関心を持たれた。この点について、英語に

よる単著もまとめ、Springer 社から刊行した。 

 

(3) アクション・リサーチの可能性 

社会科学の研究パラダイム転換がみられ

るなかで、本研究では、研究と実践の境界を

越え、コミュニティの人々と協働して実践の

改善や支援に取り組んだ。具体的には、日本

において、マイノリティ生徒が多く在籍する

高校で、学校・NPO・大学と協働し、多文化・

多言語が尊重される居場所づくりの実践に

取り組んだ。また、アメリカで蓄積のあるサ

ービス・ラーニングの研究・実践を参考にし、

勤務校でサービス・ラーニングの授業を開講

し、大学生と共に多文化の居場所づくりに関

わった。居場所の固定化や排除の問題があり

つつも、実践者とふりかえりを重ね、開かれ

た居場所づくりを目指して実践の改善に取

り組んだ。当該研究の成果は広く社会に発信

すべく、実践者と協働して国内の学会やシン

ポジウム等で報告したり、共著論文を執筆し

たりし、コミュニティの人々と共に研究を行

う試みを重ねた。国内学会・国際学会でも、

アクション・リサーチにおける研究者自身の

立場性や役割を考察した論文を発表した。当

該研究の成果をもとに、今後は「参加型アク

ション・リサーチ」の可能性と課題を検討し、

移民の若者と共同研究を行うなど、新しい

「研究」のあり方を開拓していきたい。 
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